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宮中晩餐における

スウェーデン国皇帝陛下の御答辞

His Majesty's Speech of Sweden at Imperial Banquet 

去る 4月13日来日されたスウェーデン国皇帝陛下および皇后陛下のご滞日中のことに

つきましては、当月報の前号でご紹介いたしましたが、当研究所の平田所長ご夫妻も

出席された14日の宮中晩餐会で行われた天皇の歓迎の辞に対するスウェーデン国皇帝

陛下のご答辞の内容が、在日スウェーデン大使館のご厚意により発表されましたの

で、次に掲げてご披露申し上げます。

皇后と私に寄せられました御厚情あるお言葉に

対し御礼申し上げます。スウェーデン国民を代表

して、ここに出席しえたことは私の喜びとすると

ころであります。これはスワェーデン国民のすべ

てにとって記念すべき盛儀であります。

皇后と私にとって日本を訪問しえたことは格別

の喜びであり、心から感謝の意を表します。ま

た、今宵ここ東京の皇居で、皇族の皆様方の歓迎を

を受けますことは、有難い体験であります。

かなり以前スウェーデンは日本の皇太子殿下を

始め高松宮同妃両殿下及び三笠宮同妃両殿下の御

来訪をお迎えする喜びを享けました。スウェーデ

ンと日本との連携のために活発に御活躍になって

おられる秩父宮妃殿下もわが国を訪問されておら

れます。

わが王室の王族も、多くのスウェーデン人旅行

者と同様、しばしば日本を訪問しております。私

の祖父は皇太子として訪日しましたが、私の叔父

ベノレテイル殿下もリリアン妃殿下とともに何度も

貴国の資客となっております。

私の姉クリスチーナ王女は、 1971年祖父陛下の

所蔵していた王室中国蒐集品の展示会が東京にお

いて開催された際日本を訪問しております。

ここ数年来私は、素晴らしい日本展示の機会で

あった70年万国博の公式賓客としてはじめて日本

を訪問したときのことをしばしば想い起してきま

した。この訪問の結果、私はもっと日本につい

て、又その国民や文化・産業について知りたいと

いう望みを抱くようになりました。その際私は天

皇陛下にお会いする機会を有しました。しかし、

スウェーデンの元首として日本を訪問するのは今

回が最初であります。国賓の訪問は、両国間の関

係が良好であることの証左であります。両国間の

接触と協力は拡大し、新様式の発展がみられるよ

うになりました。毎年、経済・技術・科学・文化

等種々の臭った分野においてもっとも緊密な協力

関係が生まれつつあります。調査代表団としてあ

るいは個身の一市民として相互に訪問者の数が増

加してきていることは喜ばしし、限りであります。

われわれは種々の特殊分野において継続的な討

論を行ってきており、又作業グループも設立され

ております。重要な環境保護の問題は、理解増進

をはかるための研究及び協力の対象となっていま

す。東京大学と、ストックホノレム大学及び同工科

大学との聞には教育・研究面における協力のため
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の教授交換に関する取極めが出来ております。日

本学術振興会とスウェーデン科学アカデミーとの

聞の協力についても討論が行われています。産業

構造及び製品開発に関しても、例えば鉄鋼分野に

おいて経験の交換がなされています。 1978年10月

ストックホルムで開催されたセミナーには日本代

表団が参加しました。

日本側の賓客もてな しぶりは、常に卒直且つ親

切であり、そのためスウェーデン側の訪問を容易

にさせております。これに応えて、われわれも日

本側賓客を遇する努力を払っており 、その機会に

交流を促進させ、わが国について、又わが国の目

的とするところについてより良い知識を取得させ

るよう努めております。スウェーデンは日本との

接触を通じて産業及び科学開発の面で多くの教訓

をひき出しました。種々の分野における交流の拡

大は、一層われわれの接触を深めることとなり、

ひいては全体的な平和の進展に貢献する可能性を

増大させうるものであります。

空間の距りはあっても、それは決して立場や協

力の距りを形成するものではありません。

国際分野の面における日本・スウェーデンの活

動は、また共通の目標を有しております。日本も

スウェーデンと同様、目的意識をもって実質的軍

縮を可能とさせるため緊張緩和の促進に努めてい

ます。両国とも、経済・産業・社会開発の緒につ

いたばかりの諸国のためにより良い条件を作りだ

すため協力しております。両国は国際連合の枠内

のみでなく 、その他種々の国際機関内で自然的な

協力の可能性を見出しております。

御言及になられた通り、スウェーデン人探険旅

行家アド‘/レフ・ノルデンショノレドは 100年前グェ

ーガ号に乗船してアジアの北、北氷洋を航行した

後、横浜に上陸しました。それより更に 100年前

リンネの弟子で旅行家であったカーノレ・ペーター

・トゥンベノレイは長崎から江戸に至る旅行を行い

ましたが、これは当時としては特異な出来事であ

りました。 トゥンベノレイの紀行記はスウェーデン

のみでなく 、ヨーロ ッパの視点を拡大し、ヨーロ

ッパ及び.東アジア文化圏の聞に道を拓きました。

私にとっても、またスウェーデン国民にとっても

誠に喜びにたえないことは、スウェーデン人科学

者が日本人同僚とともにこの 200年記念行事を祝

うために来訪した際、貴陛下が御自らこれら科学 f 
者を皇居の実験所でご引見になられたことであり

ます。トゥンベノレイ及びノノレデンショノレドの先駆

者としての業績は、実際上文化 ・科学分野におけ

る両国間の紳を継続的に強める里程標となりまし

た。

私は今後とも両国間関係が積極的に発展して行

くことを確信するものであり、ここに同席の皆様

方が、皇后と私に和して天皇陛下の御健康と、日

本政府及び国民の永続的な幸福、並びに日本・ス

ウェーデン聞の親善のために乾盃されるようお願

いするものでありま-?-。
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Uppsala通信 (4)

Letter from Uppsala 

*約3週間にわたった“コンフリクト" (ストラ

イキ一一一ロック ・アウト)がようやくきのう (5

月11日)解決しました。今回の “コンフリクト"

は前代未聞の広範囲にわたるもので、飛行機、パ

ス、地下鉄、市電がほとんど止まり 、ラジオも三

つある放送局のうち一局だけが放送を続け、テレ

ビも夜のニュース番組だけが放映されるという状

態でした。ストックホノレムやイヨーテボリイでは

小学校の教員のストライキもあったそうです。

ウプサラでは市営ノ〈スが全面的にとまり、 (整
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備員のスト 市のロ ックアウトで)、輩、自転

車を持っていない人々は(私も /)とても苦労を

しました。一日一日スーパ一、マーケットから食

料品が消えて行き、パン、イースト、小麦粉に制

限がつけられたりしました。最後にパン、卵のコ

ーナーの棚がからっぽになってしまった時には、

「こんなところで飢え死にするのだろうか ーJ

という恐怖におそわれ、かんづめなどを大量に買

い込んでしまったので、その結果、今は戸棚いっ

ぱいの保存食を見ながら、 「どうやって片づけよ



うか」、 「帰国するまでに食べきれるだろうか」

とため息をついています。

語学コースの先生に、 「少し長すぎる。こんな

に不自由な状態を続けるなんてスウェーデン人は

ちょっとおかしいのではないか。日本ではせいぜ

い一週間くらいだ、。」と不満を述べたところ、 「日

本でもストライキをやるのか?Jと聞かれたの

で、 「一年に一回はやるのが恒例になっている。」

と説明をしたら、 「そっちの方がおかしい。」と笑

われました。それもそうだと思いましたが。

*窓の外は 「早春」 です。林の木の下に青や自の

アネモネ、黄色い水仙がじゅうたんを敷きつめた

ように咲いています。木の芽も聞いてきて一日一

日景色に色がついていきます。 4月初めのポスク

(復活祭〉のあと、 4月30日のシスタ ・アプリノレ

(学生祭)、フォシュタ ・マイ(メーデー〉、 5

月 15 日 ~18 日、 24 日 ~26 日、 6 月のミッドソンマ

ノレ(夏至祭〉など、ゴーノレデ、ン ・ウィークという

よりは、ダイヤモンド・マンスとでもいった方が

いいのではないかと思うほど休みが続くのも、多

分「長く暗い冬Jのあとの「帰ってきたあかるい

自然Jを楽しむためのものなのでしょう。

夏時間を採用したためもあって、今でさえ日が

暮れるのが夜10時頃です。 1時間」というのは長

なくっても短くなっても何か損をした気分になる

ものですが(飛行機の中で時差にあわせて時計の

針を進める時など〉、この夏時間採用 (4月8日

から〉の時も、 2、3日後まで少し変な気分でし

た。でも、 「時計の針は今12時をさしているが、

本当は11時なのだ‘。」と頑固に計算をしつづけてい

たのは私くらいなもので、スワェーデン人の友人

達は、 112時?あ、そう」と単純に素直にうけ入

れたようでした。

ヰト:大学は春学期がもう少しで終わるところです。

3月、 4月に同じコリドール(アパー ト〉に住ん

でいた学生達が次々に大学を終えていったのです

が、卒業時期も卒業式もなく、 「単位がとれた日

に、学生課の係の人に『じゃあ、どうも』といっ

て終わるJのは何となく味けなく思えたものでし

た。(一人の友人はその『じゃあ、ど うも』もな

く終わったのです。〉

それとは対象的に、先日機会があって参加させ

てもらった、研究所の研究員の一人がドクター ・

イグザーメン (Ph.D)をとった時の最終セミナ

ーは、やはり形式を重んずるというか、スーツ・

たくさんの花束 ・蝶ネクタイ -といった緊張する

ものでした。そのドクター ・イグザーメンを取っ

た人は AnnikaAndraeといい、 「過疎地域に

おける複式学級の試み」の研究を続けている女性

です。最終セ ミナーのあとの彼女のほっとしたう

れしそうな顔をみて、私もいつかはあんな顔をし

てみたいものだと思い、研究の進み具合の遅さに

ため息をつきながら今日も机にむかっています。

; スウェーデンの労働争議 17日ぶりに解決

スウェーデンで4月25日から続いてきた70年ぶりの大争議が5月11日解決したが、これは賃上

げ率をめぐって対立してU、たスワェーデン労働組合総連合 (LO)、スクェーデン経営者連合会

(SAF)の双方が同日夜までにそれぞれ調停委員会の提示した賃上げ率6.8%を承諾したため

で、 「福祉国家の春闘」は17日ぶりに終止符を打った。

スウェーデンでは、ブツレーカラーの90%にあたる2百10万人を擁するLOが、 11.3%の賃上げ

を要求して、私企業のほぼすべてが加盟する SAFと対立。ストライキと ロックアウトの応酬

で、交通、運輸、通信など全産業がマヒに陥る事態が続いていた。

調停委員会のあっせん案をこの目、 SAF側はいったん拒否し国民を驚かせた。しかし、夜に

なってSAF代表とフェノレデ、イン首相が会談し、結局、同首相の説得によって経営者側が譲歩す p 

ることになったのであった。

公共部門で並行して続いていた賃上げ交渉についても、同日、 7.3%の賃上げ率で労使双方の

; 合意が成立した。
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スウ ェーデンの新 しい社会サービス法案(下)

Fりrslagtill Socialtjanstslag (2) 

(老人ケアー〕

第四条 コミューンは、老人ケアーを通じて、老

人が、住居と生活の双方で独立し、かつ活動的

で、有意義な、他人との共同生活を送る可能性

を得るように活動しなければならない。

職業活動を伴う生活からの移行は、情報の提

供その他の方法によって容易にされなければな

らない。

第四条 コミューンは、老人がよい住居を得るよ

うに、文、家庭内での扶助及び援助を必要とす

る老人がそれを得られるように、またその他、

手近なサービスを提供するように、活動しなけ

ればならない。

特別な保護を必要とする老人に対し、コミュ

ーンは、共通サービスを伴う居住施設を設けな

ければならない。

(そのイ也の特別ケアー〉

第20条 コミューンは、肉体的又はその他の事由

で、日常生活に著しい困難を蒙っている者が、

社会の共同生活に参加し、他人と同様に生活で

きるように活動しなければならない。

社会福祉委員会は、個人がその特別な必要性

に適合した住居を得られるように協力しなけれ

ばならない。

(家庭ホーム及びその他の保護又は居住ホーム〉

第21条社会福祉委員会は、自分の家以外の場所

に保護され、又は居住する必要のある者が、そ

の保護又は居住のための家庭ホーム又はその他

のホームに受け入れられるように世話しなけれ

ばならない。

自分の家庭以外の場所で保護されている児童

がある時は、社会福祉委員会の責任について

は、親権者法に別に規定を設ける。

第22条 ランヅティング区域内のコミューンに共

通な保護及び居住のためのホームの必要性は、

ランヅティングコミューン又はその区域内のコ

ミューンによって充足されなければならない。

右のホームの必要性又はその設立及び運営の
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責任は、単一の計画の中で説明されなければな

らない。右の計画は、ランヅテイングコミュー

ン及びその区域内のコミューンが協同して、設

定しなければならない。この計画は、州庁に対

して報告されなければならない。

第23条家庭ホーム又はその他の保護もしくは居

住のためのホームでの保護は、社会福祉委員会

と協議の上実施されなければならない。

政府は、右のホームでの保護に関して、その

他の規定を定める。

(費用など〉

第24条社会福祉委員会は、労働争議中の者に対

する扶助金もしくは実費補償の前払いとして、

第5条による経済的援助が支払われた場合に

は、その返還を請求することができる。

社会福祉委員会は、また、第6条にもとづい

て支払われた経済的援助が、返済を条件として

なされた場合にも、その返還を請求することが

できる。

第25条社会福祉委員会の世話によって、未成年

者が自分の家以外の場所で保護を受ける場合、

その両親は、政府の定める根拠に従い、その費

用を分担する義務がある。

社会福祉委員会の決定した、処遇的性質の援

助措置は、前項の場合を除き、個人に対する費

用負担の責任を伴わない。

第26条 以上の他、社会サービスについて、社会

福祉委員会は、コミューンの定める根拠にもと

づいて、手数料を徴収することができる。右の

手数料は、コミューン自らが要した費用の額を

こえてはならない。

第14条及び第15条による予備小学校入学の手

数料及び老人ケアーに関する手数料について

は、別に定める。

第27条 コミューンが第24条又は第25条に定める

経済的援助又は保護の実費補償について、個人

を相手に訴えを追行しようとする場合には、右

の訴えは、請求権が発生してから 3年以内に州



庁に提起されなければならない。

補償支払義務者が、費用の全部又は一部を返

済することによって、自活し、もしくはその他

の日常生活を処理できなくなると考えられる場

合、又は、補償請求を認容できない明白な理由

の存する場合には、右の訴えを認容することは

できない。

第28条社会福祉委員会は、第24条文は第25条に

定める補償支払義務を、全部文は一部猶予する

ことができる。

(社会庁及び1'i'1庁の職務〉

第29条社会庁は、国の社会サービスに注意し、

その発展を図らなければならない。社会福祉委

員会の業務の指導のため、社会庁は、一般的な

勧告を発することができる。

第30条州庁は、

(1) 社会福祉委員会による本法の適用に注意を

払い、

(2) その業務について、勧告により、委員会

を援助し、

(3) コミューン及びその他の公共団体の聞の社

会サービス領域での協力を促進し、

(4) その他、社会福祉委員会が、目的に沿った

方法で、その職務を果すように注意しなけれ

ばならない。

ランヅティング区域内のコミューンに共通す

るものとして設置された、保護又は居住のため

のホームは、州庁の監督下におかれる。

(付貝1])

第31条個人又は団体が、保護又は居住のための

ホームを設立しようとする場合、チH庁の許可を

受けなければならない。右のホームは、その所

在地のコミューンの社会福祉委員会の監督下に

おかれる。

前項の規定は、 1日の限られた時間だけの保
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護のために設置されたホームに適用する。

個々の保護ホームについては別に定める。

第32条保護又は居住のためのホームに、不満足

な状態が生じた場合、この状態を改善するため

の行政指導を科すことができる。

不満足状態が重篤なものであり、又は、州、|庁

の発した行政指導がその通り行なわれなかった

場合には、州、|庁は、事業の継続の禁止命令を発

することができる。

第33条右の者は罰金に処す。

(1) 許可なしに、第31条に定める保護又は居住

のためのホームを運営した者、又は

(2) 第32条による禁止命令に反して、保護又は

居住のためのホームでの事業を継続した者

公訴は、州、|庁の通告によってのみ、これを提

起することができる。

第34条本法においてランヅティングコミューン

及びランヅティグ区域について定めた事項は、

ランヅテイングコミューンに属さないコミュー

ン及びそのコミューンの区域に準用する。

第35条右の決定については、異議の申立によ

り、不服を申立てることができる。

(1) 第5条による援助措置に関する社会福祉委

員会の決定に対しては、州庁に、

(2) 第27条による費用補償に関する州庁の決定

に対しては、行政裁判所に、

(3) 第31条による許可又は第32条による禁止に

関する州庁の決定に対しては、社会庁に。

本法により次の法律は廃止される。

(1) 児童福祉法 (Barnavardslag) 

(2) 禁酒保護法 (Lagom nykterhetsvard) 

(3) 生活保護法 (Lagom socialhjalp) 

(4) 児童のケアーに関する法律

(Lag om barnomsorg) 

り

高須裕三理事の授勲について

第12巻第4号に高須裕三理事のご授勲の記事を掲載いたしましたが、同記事中の勲章は

"The Insignia of Officer of the First Class of the Royal Order of the Polar Star" 

が正しいのでお詫びして訂正いたします。
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くSIPニュース>

スウ ェーデン政府の外交政策声明

ソ連の干渉を非難し、超強大国聞の対話の続行を主張

スウェーデンはヨーロッパ軍縮会議開催に意欲的

スウェーデンのウーラ ・ウノレステン外相 (OlaUllsten)は国会外交問題討議において政府声明

を発表し世界の超強大国聞の対話が続行されねばならないが、我々はアフガニスタン問題を忘れる

わけにはいかないと述べ、更に世界与論はソ連がアフガニスタンから撤退するよう働きかける努力

を続けることを必要としていると述べた。

ウノレステン氏はスウェーデンはソ連のアフガニスタン進攻は国連憲章の原則に反するものである

と非難すると述べた。又ソ連の行動はソ連自身が唱える平和政策に明らかに反するものであり非同

盟諸国の平和への努力に強打を与えるものであると非難している。

ソ連の行動に対応して、ウルステン外相は、結論的に言えばすべての国々が重大な関心を持つ生

き残るという問題について話し合うことが必要であると述べ、例えばソ連とアメリカは戦略兵器制

限交渉、 SALT交渉を一層推進することが大切であると述べている。

同外相はヨーロッパ安全保障問題に転じ、総括的なヨーロッパ軍縮計画の時が到来したと述べた。

そしてスウェーデン政府はヨーロッパ軍縮会議開催を歓迎すると述べた。またウィーン (Vienna)

におけるMBFR交渉、CSCE、SALTID交渉等が政治的条件がどう存在しようと進行し、計

画されなければならないし、スウェーデンはこれらの会議の主催者になる用意があり、又会議の実

現と成功のために努力するものであると述べた。

北欧地域の安全保障問題に関しては、スウェーデン及近隣諸国の第ーの義務であるとし、政府声

明の中で、スウェーデン政府は、返隣諸国の義務の受けとめ方に種の変化があることを認める用意

があるが、同時にこれらの国々が政策を抑制しあうことによって責任をわけあうための偉大な力を

出し合うことを期待すると述べている。又現在の北欧地域のパターンが乱れないことがすべての国

々にとって有利である。このことはすべての国々が北欧地域の東西南北に渡る海と陸を含めて北ヨ

ーロッパにおける軍事行動に考慮をはらわねばならないということを意味していると述べた。

中東地域紛争に関してウノレステン外相は、イスラエル人が危険のない認められた境界内に安全に

生活し、パレスチナ人が民族的自己決定を要求する権利があることを重視し、国連決議が242対338

であることが解決のための好ましい基礎をなしていると述べている。しかしこの決議はパレスチナ

人がイスラエノレ人と共に平和に住める自分の国を建設する正当な権利が認めらられることを補足す

べきであるとつけ加えている。氏は更にスウェーデンはイスラエノレ政府が1967年以来占有している

地域にイスラエノレ人が居住することをやめるよう強く要請すると述べた。占有地への居住政策はイ

スラエル政府の威信に対する脅威を大きくするものであり、我々は友人としてこのことをイスラエ

ル政府に訴えるものであると述べている。

南アフリカ問題に転じて、ウルステン外相は早い時期に新ジンパフ守エ民主政権と外交関係を樹立

し、大使館をソーノレスペリーに置くことを発表した。愛国戦線の両軍に及んだ人道的援助はこれか

らは開発協力の形として行われることになろうと述べた。ジンパブエの選挙は南アフリカにおける

自由化への推移を止めることは出来ないことを示すものであると同外相は述べている。
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